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黒井峯遺跡に広がった黄色のじゅうたん
　５月１日、こもち幼稚園年長組の園児たちが、バスに
乗って黒井峯遺跡の菜の花畑を見に行きました。一面に
広がった黄色のじゅうたんに出迎えられた園児たち。写
真を撮り終えると“花より遊び”といった様子で、元気
いっぱい追いかけっこなどを楽しんでいました。
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一 般 会 計　歳入・歳出予算 353 億 3,157 万円

市 税 市民の皆さんに納めていただく固
定資産税や市民税など

収入済額(収入率)
109億6,405万円(102.4％)

予算額
107億821万円

地 方 交 付 税 市の財政状況に応じて国から交付
されるお金 94億2,349万円(104.1％) 90億5,008万円

国 庫 支 出 金 特定の事業を行うために国から交
付されるお金 32億9,931万円(84.3％) 39億1,513万円

市 債 国や金融機関などから借り入れる
お金 22億7,580万円(62.3％) 36億5,590万円

諸 収 入 利子や雑収入など 13億8,326万円(78.8％) 17億5,539万円

県 支 出 金 特定の事業を行うために県から交
付されるお金 12億1,262万円(51.9％) 23億3,746万円

繰 入 金 積み立てていた基金から繰り入れ
るお金 3億1,217万円(83.2％) ３億7,537万円

そ の 他 財産収入やそのほかの収入 34億8,459万円(98.6％) 35億3,403万円

 ■グラフは歳入予算に対する収入率を表しています。

　

民 生 費 子どもやお年寄り、体の不自由な
人のために使われるお金

支出済額(執行率)
90億2,501万円(84.8％)

予算額
106億4,092万円

総 務 費 市の全般的な事務に使われるお金 46億1,270万円(90.5％) 50億9,531万円

教 育 費 幼稚園、小・中学校、文化活動な
どに使われるお金 36億4,440万円(80.6％) 45億1,993万円

公 債 費 借り入れたお金の返済に使われる
お金 29億9,998万円(96.4％) 31億1,136万円

衛 生 費 市民の健康増進やごみの処理など
に使われるお金 28億9,852万円(92.1％) 31億4,733万円

土 木 費 区画整理事業、道路、公園整備な
どに使われるお金 24億3,237万円(57.3％) 42億4,272万円

商 工 費 商工業の発展、観光振興などに使
われるお金 ９億6,677万円(86.5％) 11億1,801万円

農林水産業費 農林水産業などの振興や土地改良
に使われるお金 ８億3,919万円(50.4％) 16億6,411万円

議 会 費 議員の報酬や、議会運営などに使
われるお金 ３億2,268万円(97.7％) ３億3,039万円

そ の 他 消防費や労働費など、そのほかの
支出 12億8,747万円(88.1％) 14億6,149万円

 ■グラフは歳出予算に対する執行率を表しています。

※一般会計＝市税を主な収入財源として、市民生活に密着した福祉や教育、道路整備やごみ処理といった行政サービス全般に関す
　る経理を行う会計です。

平成23年度 4月～3月 市の財政執行状況
一般会計　収入率91％・執行率82％

　市では、毎年度、予算の収入・支出の様子や借入金 ( 市債 ) な
どの財政状況を２回に分けて公表しています。今回は、前年度の
平成23年４月1日から24年３月31日までの状況を報告します。
※数字は３月31日現在のもので、出納整理期間 (24年４月～５月) の収入・
支出を含んでいないため、決算額とは異なります。
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一般会計　収入率91％・執行率82％



市の財政執行状況 ■問い合わせ先：本財政課(℡�2414)
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特　別　会　計

市債の総額は601億5,075万円

企　業　会　計

会計区分 予算額 収入済額
(収入率)

支出済額
(執行率)

国民健康保険
（事業勘定） 100億412万円 91億8,756万円

(91.8％)
89億1,700万円

(89.1％)

国民健康保険
（診療施設勘定） １億4,435万円 8,363万円

(57.9％)
１億3,070万円

(90.5％)

後期高齢者医療 ８億6,739万円 ８億979万円
(93.4％)

7億5,891万円
(87.5％)

介護保険 65億5,441万円 50億9,998万円
(77.8％)

59億7,266万円
(91.1％)

特別養護
老人ホーム事業 4,270万円 ０万円

(0.0％)
4,035万円

(94.5％)

農作物直売事業 5,463万円 5,751万円
(105.3％)

4,061万円
(74.3％)

伊香保温泉
観光施設事業 １億2,084万円 8,006万円

(66.3％)
9,273万円

(76.7％)

小野上温泉事業 3,315万円 1,902万円
(57.4％)

3,188万円
(96.2％)

交流促進
センター事業 1,171万円 　０万円

(0.0％)
973万円
(83.1％)

白井温泉
こもちの湯事業 3,779万円 2,108万円

(55.8％)
3,118万円

(82.5％)

下水道事業 21億3,017万円 11億1,969万円
(52.6％)

15億9,662万円
(75.0％)

農業集落排水事業 16億1,562万円 ５億8,094万円
(36.0％)

12億3,053万円
(76.2％)

個別排水処理事業 3,454万円 541万円
(15.7％)

1,727万円
(50.0％)

簡易水道事業 ２億2,919万円 １億5,172万円
(66.2％)

１億6,084万円
(70.2％)

区　　　　分 予算額 収入または
支出済額

収入率または
執行率

水
道
事
業

収益的収支

収入 17億2,456万円 17億1,588万円 99.5%

支出 15億6,762万円 15億219万円 95.8%

資本的収支

収入 １億663万円 5,731万円 53.7%

支出 11億1,818万円 ９億2,583万円 82.8%

病
院
事
業

収益的収支

収入 14億9,632万円 15億4,688万円 103.4%

支出 16億9,969万円 16億6,438万円 97.9%

資本的収支

収入 ２億1,125万円 ２億742万円 98.2%

支出 ２億1,125万円 ２億741万円 98.2%

会計区分 金　　額 前年同期との比較

一般会計・特別会計 530億2,219万円 ７億8,019万円

下水道の整備 216億3,579万円 ３億7,200万円

道路・橋りょう
の整備、区画整理 80億2,641万円 △１億6,934万円

教育施設の建設 23億4,569万円 △6,836万円

温泉・観光施設の
建設 ８億9,565万円 △２億8,293万円

その他 201億1,865万円 ９億2,882万円

水道事業会計 55億3,584万円 △３億1,203万円

病院事業会計 15億9,272万円 △１億7,787万円

計 601億5,075万円 ２億9,029万円

市有財産の状況

基　　金
特定目的基金 ( ※ )
34 億 9,652 万円

その他の基金
49 億 2,837 万円

建　　物
36万8,866㎡

土　　地
（山林含む）

1,223 万 8,163㎡

有価証券
その他の権利
14億428万円

※特定目的基金とは、福祉事業や国際交流など、用途が特定
されている基金のことです。その他の基金には、市税収入の
大幅な減少などに備えて積み立てている基金を含みます。

※特別会計＝国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料
や使用料などの収入によって運営する事業の会計。特定の事業
ごとの収支を明確にするため、一般会計から区別して経理して
います。

※企業会計＝市などが直接経営する企業の会計です。民間企業と
同様の経理方法が適用され、事業収入で支出を賄うことを原則
とし、一般会計と区別して経理しています。なお、会計には出納整
理期間がありません。
※収益的収支＝企業の経営活動に関する収支。
※資本的収支＝将来の経営活動に備えて行う建設改良などに関
する収支。

市の借金である市債の平成24年３月31日現在残高
は、全会計を合わせて601億5,075万円です。市民一人
当たり約72万円の借金があることになります。

市債は、道路整備や公共施設の建設などを行う場
合に、国や金融機関から借り入れたものです。

施設を利用していく将来の市民の皆さんにも費用
を負担してもらうことになり、世代間の負担を公平
にすることができます。また、資金を借りることによ
って、その他の事業にも取り組むことができます。



市の花アジサイを楽しもう！市の花アジサイを楽しもう！
～渋川フラワーガイドの会がおすすめします～～渋川フラワーガイドの会がおすすめします～
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■小野池あじさい公園ライトアップ・
　光と花の共演
と　き　６月16日(土)～７月８日(日)
　　　　午後７時～９時

■アジサイに関する作品の募集と展示
〈作品募集〉
作品内容　 ▽俳句・短歌＝アジサイについての
自作作品で、未発表のもの　 ▽書＝「アジサイ」
で書体等は自由　 ▽写真＝アジサイを写したもの
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
応募方法　俳句・短歌は短冊で、書は色紙で提
出してください。写真は四ツ切り判まで。また、
作品の裏に記名をしてください
提出場所　都市計画課緑化公園係(第二庁舎)
募集期間　６月18日(月)～７月５日(木)
そ の 他　出品者にはあじさいまつり終了後、
作品をとりまとめた冊子と粗品を贈呈します

〈作品展示〉
と　き　７月９日(月)～20日(金)
ところ　市役所第二庁舎１階サロン
　詳しくは、二都市計画課(℡�2073)へ。

あじさいまつり
／小野池あじさい公園
あじさいまつり
／小野池あじさい公園
あじさいまつり
／小野池あじさい公園

　丈夫で育てやすく多くの家
庭の庭先に見られ、だれにも
親しまれているアジサイ。そ
の花びらが仲良く集まって咲
く姿が、合併して一つになっ
た新渋川市のイメージに合う
ことから「市の花」として親
しまれています。
　これから見ごろを迎える市
の花アジサイ。今回は、「渋
川フラワーガイドの会」の皆
さんと共に紹介します。

５月22日、小野池あじさい公園のアジサイの手入れ
に集まった渋川フラワーガイドの会の皆さん



5 平成24年６月１日号

国道17号
(渋川伊香保IC付近)

　渋川伊香保インターチェ
ンジを出ると、中央分離
帯一面に咲く西洋アジサ
イアナベルが、本市を訪
れた人たちを出迎えてく
れます。

総合公園
　自然と調和した散策道
や彫刻が整備された園内
には、アジサイが多数植
えられています。野鳥の
声の下、高齢者から子ど
もまで自然を満喫できま
す。

真光寺
(渋川/並木町)

　参道や境内には多くの
アジサイが植えられ、「あ
じさい寺」としても知ら
れています。参道両側に
は、見事なアジサイが咲
き並びます。

“市の花アジサイ”の魅力
あふれる小野池
を目指して

私たちがご案内します！

渋川フラワーガイドの会
会長　岸　邦夫さん(渋川/東町)

　「渋川フラワーガイドの会」では、市内
でアジサイが咲き誇るシーズンを迎える
と、20人の仲間と共に小野池あじさい公
園を中心に、花のボランティアガイドを
しています。
　アジサイは、梅雨のうっとうしい時季
に美しく咲き誇るその姿に、力強さと優
しさを感じることができます。
　私たちは、そんな魅力的なアジサイを
より多くの人に楽しんでもらおうと、日
ごろの手入れをはじめ、苗木を栽培して
小野池の隣接地に植栽する里山整備など
にも取り組んでいます。
　ぜひ、小野池あじさい公園をはじめ、市
内のアジサイをお楽しみください。

白い貴婦人「アナベル」
／渋川スカイランドパーク
白い貴婦人「アナベル」
／渋川スカイランドパーク
白い貴婦人「アナベル」
／渋川スカイランドパーク
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〜市内のアジサイの名所をご案内〜
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市の花アジサイを楽しもう!／見ごろは6月上旬〜7月上旬
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橋
〜
吹
屋
信

　

市
で
は
、
清
潔
で
快
適
な
定
住
環
境
の
整
備
や
、
き
れ
い

な
川
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
汚
水
処
理
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
公
共
下
水
道
事
業
」「
農
業
集
落
排
水
事
業
」「
個

別
排
水
処
理
事
業
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市
の
汚
水
処
理
事
業
へ
の
取
り
組
み

市
の
汚
水
処
理
事
業
へ
の
取
り
組
み

市
の
汚
水
処
理
事
業
へ
の
取
り
組
み

清潔で快適な暮らしと
きれいな川を守るために
清潔で快適な暮らしと
きれいな川を守るために
清潔で快適な暮らしと
きれいな川を守るために

地区 工事実施予定区域

渋川

▽渋川(御蔭)地区＝青翠高校北西側～軽浜団地入口周辺　 ▽渋川(元町)地区＝工業高校東側　 ▽阿久
津・金井地区＝国道17号周辺　 ▽行幸田地区＝ベイシア周辺　 ▽有馬地区＝関越道西側､北毛病院周
辺､有馬野球場周辺　 ▽八木原地区＝旧文化財事務所北側、古巻小学校北側　 ▽半田地区＝坂東橋西側
の国道17号周辺

子持 ▽吹屋地区＝吾妻橋～吹屋信号間の国道17号(舗装工事)

平成24年度工事実施予定区域

地区 工事実施予定区域

渋川 川島地区(事業区域全域)

赤城 深山･長井小川田地区(事業区域全域)

農
業
集
落

排
水
事
業

公
共
下
水
道
事
業

※工事中は、交通規制などで
ご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いします。

  

新
た
な
供
用
開
始
区
域

  

汚
水
処
理
事
業
の

  

取
り
組
み
状
況
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号
間
の
国
道
17
号
周
辺
・
子
持
総

合
支
所
周
辺)

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉

▽
渋
川
地
区
＝
川
島(

一
部
を
除
く)

　

下
水
道
法
で
は
、
公
共
下
水
道

の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
遅

滞
な
く
下
水
を
公
共
下
水
道
に
接

続
し
、
く
み
取
り
便
所
に
つ
い
て

は
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て

い
ま
す
。
新
た
に
供
用
開
始
と
な

っ
た
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
速

や
か
に
排
水
設
備
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
工
事
は
指
定
工
事
店
へ
〉

　

排
水
設
備
の
設
置
工
事
は
、市

の
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
工
事

が
で
き
ま
せ
ん
。工
事
は
必
ず
指
定

工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
制
度
〉

　

市
で
は
、水
洗
便
所
へ
の
改
造

工
事
費
な
ど
の
無
利
子
の
貸
し
付

け(

上
限
48
万
円)

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
〉

　

平
成
23
年
度
に
行
っ
た
公
共
下

水
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
供
用
開
始

と
な
っ
た
区
域
の
土
地
所
有
者
に
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
受
益
者
負
担
金
が

賦
課
さ
れ
ま
す
。
６
月
上
旬
ご
ろ
納

付
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
期
分
納
期
限　

６
月
30
日
㈯

　

詳
し
く
は
、
二
下
水
道
課(

℡
�

２
１
２
０)

へ
。

　平成23年度は996件の
差し押さえを行いました　

　市税などは、医療や福祉、教育、道路整備など、地
域の行政サービスを行うための重要な財源です。
　市では、財源確保、税負担の公平性という観点か
ら滞納者には、き然とした態度で臨んでいます。ま
た、市税などの滞納の一掃を目標として、差し押さ
えなどの滞納処分を強化しています。
　平成23年度は、996件の差し押さえを行い、約
6,200万円の税収として換価しました。

  差し押さえと換価手続き
　差し押さえは、裁判所の強制執行手続きによらず、市が
自らの判断で行うことができるものです。預貯金、給与、
生命保険、不動産などが差し押さえの対象になります。
　差し押さえ後も滞納者が納税しない場合、市は差し押
さえた不動産の公売や生命保険の解約などを行い、滞納
税額に充てる手続き(換価手続)をとります。

  前年度の差し押さえと換価手続きの状況
　平成23年度は、厳正な差し押さえを行った結果、
996件の差し押さえを実施しました。また、過年度に差
し押さえたものも含めて換価手続きを行った結果、約
6,200万円の税収を得ることができました(下表参照)。
　それらのうち、預貯金は、670件の差し押さえを執行
し、約4,100万円の税収がありました。生命保険は、
29件の差し押さえを執行し、約260万円の税収があり
ました。

※換価手続きを行ったものについては、過年度に差し押さえをした
ものも含まれています。

平成23年度差し押さえなどの実施状況
財産の種類 差し押さえ件数 換価件数 換価額(円)

不動産 24件 ２件 111万72円

債

権

預貯金 670件 661件 4,099万8,444円

出資金 14件 12件 16万9,000円

所得税還付金 241件 213件 559万4,115円

生命保険 29件 22件 259万8,261円

その他 18件 10件 1,172万8,222円

合計 996件 920件 6,219万8,114円

  やむを得ず納税できないときは納税課に相談を
　指定された期限内に
納税できないときは、
まず納税課に相談して
ください。災害、病気、
破産など、やむを得な
い理由があるときは、
納税を猶予することが
できます。
　詳しくは、本納税課
(℡�2390)へ。

市の汚水処理事業への
取り組み

  

供
用
開
始
後
は
早
期
接
続
を
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8広報しぶかわ

「
し
ぶ
か
わ
ホ
ー
ム
サ
ン
ク
ス
デ
ー｣

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

計
画
案
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

ザスパ草津応援企画都市計画マスタープラン策定に向けて

　

ザ
ス
パ
草
津
で
は
、
７
月
８
日
㈰

に
正
田
醤
油
ス
タ
ジ
ア
ム
群
馬
で
行

わ
れ
る
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
戦(

午
後

７
時
30
分
試
合
開
始)

に
皆
さ
ん
を

招
待
し
ま
す
。

対
象
者(

定
員)　

市
内
在
住
の
人(

２

０
０
０
人)

※
高
校
生
以
下
と
65
歳
以
上
の
人(

１

０
０
０
人)

を
無
料
招
待
。
上
記
以
外

の
人(

１
０
０
０
人)

を
特
別
優
待(

観

戦
料
１
０
０
０
円)

。

申
込
方
法　

代
表
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、年
齢
、
電

話
番
号
、
観
戦
者
全
員
の
氏
名(

ふ
り

が
な)

・
年
齢
を
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
往
復
は
が
き
で
ザ
ス
パ
草
津

前
橋
事
務
所(

〒
３
７
１
―
０
０
０

６
・
前
橋
市
石
関
町
１
３
６
―
３
・

㈱
草
津
温
泉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ザ
ス
パ
草
津
前
橋
事
務
所
「
し
ぶ
か

わ
ホ
ー
ム
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
係
・
ｍ

shibukaw
aday@

thespa.co.jp)

へ

※
市
役
所
で
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

申
込
期
限  

６
月
27
日
㈬(

必
着)

　

詳
し
く
は
、
ザ
ス
パ
草
津
前
橋
事

務
所(

℡
０
２
７
―
２
６
９
―
３
７
３

２)

へ
。　
　
　
　
　
　

 (

本
企
画
課)

　

市
で
は
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン(

都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針)

」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
社
会
経
済
情
勢
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
対

応
す
る
本
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
で
、
計
画
期
間
を
平

成
39
年
度
ま
で
と
し
て
策
定
す
る
も

の
で
す
。
よ
り
良
い
計
画
づ
く
り
の

た
め
に
、
計
画
案
に
対
す
る
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

計
画
案
の
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
庁

舎
市
民
ロ
ビ
ー
、
二
都
市
計
画
課
、

各
総
合
支
所
経
済
建
設
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

閲
覧
期
間　

６
月
11
日
㈪
～
７
月
10

日
㈫
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分(

市
役
所
閉
庁
日
を
除
く
）

応
募
方
法　

意
見
を
記
載
し
た
用
紙

に
氏
名(

団
体
名)

、住
所
を
明
記
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
持
参
で
都
市
計
画
課(

〒
３

７
７
―
８
５
０
１
・
石
原
80
・
ｆ
�

２
１
３
２
・
ｍto

sh
i-kei@

city.
sh

ib
u
ka

w
a
.gu

n
m

a
.jp

)

へ

※
用
紙
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

閲
覧
場
所
に
参
考
様
式
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
参
考
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

※
計
画
案
の
閲
覧
窓
口
で
も
提
出
で

き
ま
す
。

応
募
期
限　

７
月
10
日
㈫(

必
着)

結
果
報
告　

応
募
さ
れ
た
意
見
は
、

概
要
と
こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
集
約
し
て
「
広
報
し
ぶ
か
わ
」
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

※
意
見
以
外
の
個
人
情
報
な
ど
は
公

表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課(

℡
�

２
０
７
３)
へ
。

みんなでザスパ草津を
応援しよう！

児童手当／現況届を忘れずに提出してください 本こども課
℡�2415

(提出しないと、６月分以降の手当は受けられません)。
提出場所　本こども課または各総合支所市民福祉課
提出期限　６月29日㈮
■子ども手当の申請期限が９月末日まで延長に
　平成23年10月分から24年３月分までの子ども手当
の受給には、３月31日までの申請が必要でしたが、制度
の改正により、申請期限が９月末日まで延長されました。

■手当受給者は現況届を６月中に提出してください
　現在、児童手当を受給している人は、現況届を提出
する必要があります。現況届は、受給者(保護者)の６
月１日現在での養育状況などを確認し、児童手当を受
給する資格があるかを審査するものです。対象者に
は、現況届の用紙などを６月中旬までに郵送します。
必要な書類を添えて、期限までに提出してください
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平成24年度の自治会長を紹介します

市
の
自
治
会
連
合
会
長
に
白
井
の
宮
下
智
滿
さ
ん

　

地
域
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
て
、

各
自
治
会
の
ま
と
め
役
を
務
め
て
い

た
だ
く
、
今
年
度
の
自
治
会
長
１
０

７
人
を
紹
介
し
ま
す(

下
表
参
考
・
敬

称
略)

。

　

本
市
で
は
、
各
地
区
ご
と
に
自
治

会
連
合
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
に
、
各
地
区
連
合
会
の
役

員
が
集
ま
っ
て
「
渋
川
市
自
治
会
連

合
会
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長

に
宮
下
智
滿
さ
ん(

白
井)

が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

(

本
市
民
生
活
課)

地区 自治会名 氏　　名

渋
川
地
区

大崎 中　澤　康　光

下郷 宮　嶋　國　利

東町 中　村　孝　幸

新町 石　坂　昌
ま さ

　一
か ず

下之町 新　井　晟
あ き

　久
ひ さ

南町 木　暮　由
ゆ う

　二
じ

長塚町 青　木　雅　夫

寄居町 中　澤　直
な お

　通
み ち

坂下町 荒　牧　精　一

辰巳町 ○内　山　　章

熊野町 太　田　靖　夫

並木町 田　村　　　勝

３町共議会 落　合　　　宏

川原町 松　浦　信　正

元町 栗　原　秀　男

御蔭 宮　越　　　章

入沢町 滝　澤　伸　高

上郷 三　浦　三
み つ

　義
ぎ

藤ノ木 藤　本　義　男

明保野 内　海　文　雄

軽浜 川　島　惠
え い

　二
じ

阿久津 勝　田　昭太郎

金井南町 梅　澤　修　次

金井本町 中　原　正　男

金井南牧 松　村　貞　夫

川島 飯　塚　克　彦

祖母島 横　手　和　夫

上村 福　島　喜久栄

りんごの里 飯　野　　　勲

国町 目　崎　徳　雄

有馬第一 中　島　一
か つ

　彦
ひ こ

有馬第二 戸　塚　賢　一

八木原 竹　内　國　雄

半田南部 吉　田　勝　行

半田北部 佐　藤　和　男

行幸田第一 石　井　富　夫

地区 自治会名 氏　　名

渋
川
地
区

行幸田第二 福　岡　　　茂

本石原 木　村　文　平

石原西 中　村　宣　二

中村 真　下　　　仁
ひとし

石原田中 岡　田　良　人

伊
香
保
地
区

石段 齋　藤　正　雄

ときわ 原　﨑　三千久

中央 板　橋　正
ま さ

　門
か ど

雷之塚 ○大　澤　歳　男

日の出 永　井　甲子郎

うわの 関　根　友　保

香東 諸　田　恆
つ ね

　芳
よ し

コスモス 野　村　良　雄

湯中子 中　田　秀
ひ で

太
た

郎
ろ う

水沢 大河原　清　一

大日向 山　田　　　雅
まさる

小
野
上
地
区

小野子東 角　田　雅　保

小野子西 ○野　村　哲　男

村上東 野　村　政　治

村上西 茂　木　俊　章

子
持
地
区

上白井上組 後　藤　武　夫

上白井中組 武　田　　　勉

子麓 押　江　正
しょう

　一
い ち

上中郷 齋　藤　節　治

下中郷 小　菅　正　巳

横堀 髙　木　　　勉

河原 冨　沢　眞　司

北牧西 島　田　鶴一郎

北牧東 佐　藤　一　郎

鯉沢 廣　瀬　　　猛

吹屋 山　中　芳　雄

吹屋原 金　谷　常　平

白井 ○宮　下　智　滿

赤
城
地
区

津久田第一 角　田　光　彦

津久田第二 角　田　和
わ

　一
い ち

津久田第三 柳　井　重　正

地区 自治会名 氏　　名

赤
城
地
区

津久田第四 狩　野　　　勇

敷島 都　丸　　　建
け ん

南雲第一 兵　藤　助
す け

　望
も ち

南雲第二 狩　野　孝　弘

南雲第三 中　村　　　進

みやま ○須　田　愛　作

棚下 石　坂　勝　見

持柏木 生　方　徳
の り

　時
と き

溝呂木 新　井　和　美

北上野 狩　野　里　吉

勝保沢 星　野　日出男

見立 永　井　章　司

滝沢 永　井　　　茂

上三原田 長　岡　圭　一

三原田 寺　村　敏　雄

樽 須　田　祥　吉

宮田 角　田　博　美

栄 新　井　寿　治

三原田団地 竹　渕　幸　雄

北
橘
地
区

八崎第一 角　田　信　二

八崎第二 ○都　丸　　　肇

八崎第三 武　井　則　義

分郷八崎 生　方　　　茂

上小室 狩　野　　　平
ただし

下小室 藤　井　三七男

下南室 高　橋　　　守

上南室 町　田　一
か ず

　一
い ち

上箱田 森　田　春　男

箱田 狩　野　金　平

下箱田 長　沼　信　孝

真壁上 萩　原　貞
て い

　一
い ち

真壁東 石　田　治　夫

真壁美保 木　暮　益　雄

真壁下 柴　崎　信　義

赤城山 石　田　兼　男

※○印は、各地区の連合会長。
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渋川ほっと 絵本の読み聞かせを通じて
　子どもたちの健やかな成長に貢献

きらり

代 

表

サークル仲間 カラオケ睦会　

関根友保さん
℡�3856

気の合う仲間と月２回のマイクコミュニケーション

　
「
最
初
は
手
わ
る
さ
な
ん
か
し
て

落
ち
着
か
な
い
で
い
た
子
が
、
私
が

絵
本
を
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

い
つ
の
間
に
か
身
を
乗
り
出
し
て

じ
っ
と
聴
き
入
っ
て
い
る
姿
に
気
が

付
く
と
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
や
さ
し
い
笑
顔
で
話
す
須
田

節
子
さ
ん
。
橘
北
小
学
校
の
児
童
に

月
１
回
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
青
い
鳥
の

会
」
の
代
表
者
で
す
。

　

会
の
発
足
は
、
20
年
も
前
の
こ
と
。

当
時
、
同
小
学
校
に
お
子
さ
ん
が
通

学
し
て
い
た
須
田
さ
ん
は
、
学
校
の

先
生
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
ほ
か
の

お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に
読
み
聞
か
せ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。

途
中
、
勤
め
を
始
め
る
な
ど
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
が
、
会
の
仲
間
に
支
え

ら
れ
た
お
か
げ
で
、
発
足
当
時
か
ら

ず
っ
と
代
表
者
と
し
て
児
童
た
ち
に

読
書
の
楽
し
さ
を
教
え
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
年
１
回
は
北
橘
地
区
に
伝
わ
る

昔
話
を
地
元
の
方
言
で
話
し
て
聞
か

せ
る
機
会
も
つ
く
る
な
ど
、
地
域
の

伝
統
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

た
め
の
努
力
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
成
長
に
は
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
は
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
か
ら
で
も
本
が
読
め

る
よ
う
な
時
代
だ
け
れ
ど
、
親
や
地

域
の
大
人
が
子
ど
も
に
肉
声
で
本
を

読
み
聞
か
せ
る
こ
と
が
、
き
っ
と
子

ど
も
た
ち
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と

思
う
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
道
に

活
動
を
続
け
ま
す
」
と
須
田
さ
ん
は
、

今
後
の
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

須田　節子さん

　須田さんおすすめの
絵本は、｢キャベツくん｣
｢100万回生きた猫｣｢稲
むらの火｣です。

（北橘町八崎･61歳）

　声を出すことを重点に、歌
の方は多少ずれても気にしな
いで練習しています。平均年
齢は78歳ですが、これからも
年を気にせずに頑張ります。
私たちと一緒に、歌を楽しみ
ませんか。

内　容
日　程

場　所

会員数

カラオケ練習
毎週第１･ 第３火曜日
午後７時～９時
上野コミュニティー
センター
10人

☆一言アピール☆
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県 内の緑化推進関係者が集結～この苗は未来へつながる希望の芽～
第66回群馬県植樹祭　

　５月19日、第66回群馬県植樹祭が新緑まぶしい総合公園で盛大に開催さ
れました。緑化推進に関わる1,000人ほどの県民が自由広場に集い、古巻中
学校吹奏楽部の演奏で幕が開き、モミジとアジサイ約720本の植樹を行うな
ど、交流を深めました。渋川西小学校から６年生46人の緑の少年団も参加し、
代表児童が大会宣言となる｢緑のメッセージ｣を明るく元気に発表した後、
群馬県知事、渋川市長らと笑顔で言葉を交わしながら植樹を行いました。

植樹する児童の笑顔も
まぶしい(左)　緊張ぎ
みの児童に笑顔で声を
掛ける市長(右上)　緑
のメッセージ発表の武
田君と角田さん (右下)

　　吹屋自治会で運動会　　吹屋自治会で運動会

　子持地区の吹屋自治会では５
月13日、今年で21回目となる「吹
屋自治会ファミリー運動会」を
開催しました。会場の子持ふれ
あい公園には、約300人の吹屋地
区自治会員が集結。この日、用
意された種目は、子どもからお
年寄りまで気軽に参加して楽し
める内容が盛りだくさん。参加
者は、スポーツを通じて会員相
互のふれあいと親睦を深めなが
ら、さわやかな汗を流し、楽し
いひとときを過ごしました。

親子の絆も深まる二人三脚(上)
青空に向かって玉入れ (左下)　
ラムネ飲み競争に挑戦(右下)　

吹 屋の家族みんなが
楽しくさわやかな汗を流す

フォトレポート



さ
あ
今
日
も 

水
と
元
気
が 

蛇
口
か
ら

さ
あ
今
日
も 

水
と
元
気
が 

蛇
口
か
ら

【

　
　
　】

平
成
24
年
度

ス
ロ
ー
ガ
ン

【

　
　
　】

平
成
24
年
度

ス
ロ
ー
ガ
ン

全国水道週間
6月1日～7日

全国水道週間
6月1日～7日
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安
全
で
安
心
な
水
を

供
給
す
る
た
め
に

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
水
を
供

給
す
る
た
め
50
項
目
に
わ
た
る
水
質

検
査
を
実
施
す
る
な
ど
徹
底
し
た
水

質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

漏
水
を
な
く
す
た
め
計
画
的
な
配
水

管
の
取
り
換
え
や
赤
水
対
策
と
し
て

配
水
管
の
洗
浄
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
通
勤
や
通
学
な
ど
に
使

用
し
て
い
る
道
路
に
は
、た
く
さ
ん

の
給
・
配
水
管
が
埋
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、こ
れ
ら
の
管
は
、老
朽
化
に
よ

り
し
ば
し
ば
漏
水
を
起
こ
し
ま
す
。

道
路
上
の
漏
水
は
、陥
没
な
ど
の
原

因
と
な
り
、大
き
な
事
故
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。道
路
か
ら
水
が
出
て
い

る
の
を
見
掛
け
た
ら
、ど
ん
な
に
少

量
で
も
水
道
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
、
放
射
性
物
質
の

放
出
に
対
す
る
水
道
水
へ
の
影
響
を

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中

問い合わせ先
二水道課℡�2119

　安全で安心な水道水は、私たちにとっ
て大切な資源です。全国水道週間に合わ
せ、市が行っている安全で安心な水道水
の供給に対する取り組みや水道に関する
お知らせを紹介します。
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考
え
、
市
内
の
水
道
施
設
な
ど
の
水

道
水
中
の
放
射
性
物
質
の
測
定
を
定

期
的
に
実
施
し
、
測
定
結
果
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
は
、
河
川
や
地
下
水
な
ど

の
水
を
浄
水
施
設
で
消
毒
し
、
道
路

に
埋
設
し
た
配
水
管
を
通
っ
て
各
家

庭
に
届
き
ま
す
。

　

一
般
家
庭
の
場
合
、
道
路
の
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー(
水
道
使
用
量

を
計
る
も
の)

ま
で
の
漏
水
の
修
繕
は

市
が
行
い
ま
す(

故
意
や
過
失
で
給
・

給
水
管
や
蛇
口
な
ど
の
修
繕
は

市
？
そ
れ
と
も
個
人
？

配
水
管
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
当
事

者
で
修
理
を
お
願
い
し
ま
す)

。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
住
宅
側
に
あ

る
給
水
管
や
蛇
口
な
ど
、
給
水
装
置

の
改
造
や
修
繕
の
費
用
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
市
が
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
計
量
法
に
定
め
ら
れ

た
有
効
期
間
の
８
年
が
経
過
す
る
も

の
は
、｢

委
託
者
証｣

を
携
帯
し
た
市

の
委
託
業
者
が
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
事

前
に
は
が
き
な
ど
で
交
換
の
時
期
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
工
事
は
、必
ず
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者(

以
下「
指
定

工
事
業
者
」)

へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
水
装
置
の
新
設

▽
給
水
装
置
の
改
造
・
修
理
・
撤
去

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
変
更

※
指
定
工
事
業
者
以
外
の
業
者
に
依

頼
し
た
り
、
自
分
で
勝
手
に
工
事
な

ど
を
行
う
こ
と
は
、
市
水
道
事
業
給

水
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

指
定
工
事
業
者
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
水
道
課
へ
。

　

正
確
に
能
率
よ
く
検
針
が
で
き
る

よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
増
改
築
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー
が

屋
内
や
床
下
に
な
る
場
合
、
屋
外
の

検
針
し
や
す
い
場
所
に
移
設
し
て
く

だ
さ
い

▽
メ
ー
タ
ー
収
納
箱
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
メ
ー
タ
ー
収
納
箱
の
中
は
、
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い

▽
犬
は
、
出
入
り
口
や
メ
ー
タ
ー
収

納
箱
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ

い
　

次
の
場
合
、
必
ず
事
前
に
水
道
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
引
っ
越
し
で
水
道
の
使
用
を
開
始

し
た
り
休
止
し
た
り
す
る
と
き

▽
水
道
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
す
と

き▽
長
い
間
、
水
道
を
使
わ
な
い
と
き

▽
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者
が
変
わ

っ
た
と
き

▽
水
道
料
金
の
振
込
口
座
を
変
更
ま

た
は
解
約
し
た
と
き

▽
水
道
料
金
請
求
先
の
住
所
や
名
前

が
変
わ
っ
た
と
き

８
年
が
経
過
す
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
無
料
で
交
換

検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

引
っ
越
し
な
ど
の
際
は

忘
れ
ず
に
届
け
出
を

給
水
装
置
工
事
は

指
定
工
事
業
者
で

みんなで節水を心掛けて水を大切に使いましょう

水道の相談と給水栓パッキンの無料配布
水道週間特別事業

　市では、水道週間中、水道に関する相談
と給水栓パッキンの無料配布を行います。
と　き　６月１日(金)～７日(木)午前９時～

午後５時(市役所閉庁日を除く)

ところ　水道課と各総合支所経済建設課

撮
影
協
力
：
小
野
上
小
の
子
ど
も
た
ち

365日安定して水を供給する「水道事業」



情報ぼっくす
《マークの見方》
　＝本庁舎　　＝第二庁舎
　＝伊香保総合支所　　＝小野上総合支所
　＝子持総合支所　　＝赤城総合支所
　＝北橘総合支所　　＝電話番号
　＝ファックス番号　　＝Ｅメールアドレス
　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
　＝講師・医師　　＝対象者　　＝定員
　＝参加料・入場料　　＝持参するもの
　＝申込・参加方法　　＝問い合わせ先
　＝申込期間・開始日・期限　　＝その他
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古
代
米
づ
く
り
体
験
教
室

赤
赤
城
総
合
支
所
経
済
建
設
課

℡
�
２
２
１
１

北
文
化
財
保
護
課 

℡
�
２
１
０
２

二
商
工
振
興
課 

℡
�
２
５
９
６

し
た
が
、
調
査
を
受
け
て
い
な

い
商
店
、
移
動
販
売
業
者
で
ガ

イ
ド
に
掲
載
を
希
望
す
る
店
舗

が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

申　

電
話
で
商
工
振
興
課
へ

期　

６
月
29
日
㈮
ま
で

他　

既
に
調
査
員
が
伺
っ
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
店

舗
に
つ
い
て
は
、
連
絡
は
不
要

で
す

本
行
政
課　
　

℡
�
２
１
１
２

二
土
地
改
良
課 

℡
�
２
２
１
３

河
川
へ
の
ゴ
ミ
の

投
げ
捨
て
や
め
て

｢

し
ぶ
か
わ
宅
配
サ
ー
ビ
ス
店

ガ
イ
ド｣

掲
載
の
確
認

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

赤
城
地
区
の
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
申
し
込
み

〈
情
報
公
開
制
度
と
は
〉

　

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情

報
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
公
開

を
求
め
る
権
利
を
保
障
し
、
行

政
運
営
の
公
正
性
と
透
明
性
の

向
上
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

〈
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
〉

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
方
法
を
定
め
、
皆
さ

ん
の
個
人
情
報
を
保
護
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
情
報
の

開
示
な
ど
を
求
め
る
権
利
を
保

障
し
、
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

〈
実
施
状
況
〉

　

平
成
23
年
度
中
の
情
報
公
開

の
請
求
件
数
は
53
件
。
ま
た
、

個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
６
件

で
し
た
。

　

６
月
は
、
田
植
え
の
時
季
で

す
。
田
植
え
に
欠
か
せ
な
い
水

は
、
主
に
河
川
か
ら
取
水
し
た

水
と
群
馬
用
水
か
ら
の
補
給
水

で
す
。
こ
れ
ら
の
水
は
、
各
取

水
口
か
ら
道
路
脇
の
水
路
を
経

由
し
て
、田
ん
ぼ
へ
入
り
ま
す
。

　

毎
年
、
河
川
に
投
げ
捨
て
ら

れ
た
ご
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
取

水
口
や
水
路
に
詰
ま
り
が
生

じ
、
用
水
管
理
に
大
変
苦
慮
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
環
境
に
対

す
る
心
掛
け
で
、
き
れ
い
な
水

を
使
っ
て
お
い
し
い
お
米
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
で
は
、
買
物
弱
者
支
援
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
で
食

料
品
や
日
用
品
、
燃
料
な
ど
を

取
り
扱
う
店
舗
お
よ
び
、
こ
れ

ら
の
商
品
を
移
動
販
売
し
て
い

る
業
者
を
紹
介
す
る「
宅
配
サ
ー

ビ
ス
店
ガ
イ
ド
」
を
商
工
会
議

所
、
商
工
会
に
協
力
を
い
た
だ

き
作
成
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
の
作
成
に
当
た

り
、
昨
年
11
月
か
ら
今
年
２
月

ま
で
に
調
査
員
が
店
舗
へ
伺
い

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

　

赤
城
キ
ャ
ン
プ
場
と
沼
尾
川

親
水
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用

申
し
込
み
を
、
６
月
５
日
㈫
午

前
10
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

営
業
期
間　

両
キ
ャ
ン
プ
場
と

も
７
月
１
日
㈰
～
９
月
30
日
㈰

※
９
月
１
日
㈯
以
降
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
み
営
業
・
受

付
し
ま
す
。

費　

▽
中
学
生
以
上
＝
２
０
０

円　

▽
小
学
生
＝
１
０
０
円　

▽
幼
児
＝
無
料

※
各
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
備
使
用

料
は
別
表
１
、２
の
と
お
り
。

利
用
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
を

申　

▽
６
月
29
日
㈮
ま
で
＝
赤

城
総
合
支
所
経
済
建
設
課(

℡

�
２
２
１
１)　

▽
営
業
期
間
中

＝
赤
城
キ
ャ
ン
プ
場(

℡
０
９
０

ー
４
０
６
６
ー
６
５
６
１)

、
沼

尾
川
親
水
公
園
キ
ャ
ン
プ
場(

℡

�
３
５
３
１)

　

お
米
の
原
生
種
と
い
わ
れ
る

古
代
米(

赤あ
か

米ご
め

、黒く
ろ

米ご
め

な
ど)

づ

く
り
を
体
験
し
ま
す
。

時 ６月17日㈰午後２時　所 アネーリ
渋川(金井)　内 講演「もしも、あなた
が“がん”になった時」　費 無料
申 直接会場へ　
　詳しくは、西群馬病院(℡�3030) へ。

西群馬病院第10回市民公開セミナー

本病院再編統合推進室　　℡�2241

本 二
伊 小
子 赤
北 TEL

時 所 内
師 対 定
費 持
申 問
期 他

FAX Eメール

お
知
ら
せ

募
　
集

(別表１）　　　　　　　　　赤城キャンプ場設備使用料
設備名 単位 料金

バンガロー(大人４人用・10 棟） １棟 / １日 3,150 円
テント(大人４人用・５張） １張 / １日 520 円
温水シャワー ３分 100 円

(別表２）　　　　　　　沼尾川親水公園キャンプ場設備使用料
設備名 単位 料金

バンガロー(大人４人用・５棟） １棟 / １日 3,150 円
つりぼり池 １日 3,150 円
温水シャワー ３分 100 円
※沼尾川親水公園キャンプ場でのキャンプファイヤー、花火、ペットを
連れての利用は禁止です。



□本庁舎・第二庁舎  TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号
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15 平成24年６月1日号

人口と世帯／平成24年４月末現在

●人口　83,506人 (男40,969人、女42,537人 )

●世帯　31,361人

●４月のうぶごえ　男の子10人、女の子22人)

高
齢
者
し
あ
わ
せ
ド
ラ
イ
ブ

２
０
１
２　

参
加
者
募
集

時　

▽
田
植
え
＝
７
月
７
日
㈯

▽
稲
刈
り
＝
11
月
３
日
㈷

▽
収
穫
祭
＝
12
月
１
日
㈯

※
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

所　

半
田
早
尾
神
社
西
側
の
水
田

対　

市
内
在
住
・
在
勤
で
全
日

程
に
参
加
で
き
る
人

定　

50
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

費　

無
料

申　

電
話
で
文
化
財
保
護
課
へ

期　

６
月
15
日
㈮
ま
で

　

県
で
は
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
防
止
し
、
交
通
安
全
の
普
及

啓
発
を
図
る
た
め
、
65
歳
以
上

の
運
転
者
を
含
む
３
人
１
組
で

約
１
５
０
日
間
の
無
事
故
・
無

違
反
を
目
指
す
交
通
安
全
行
事

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
各
チ
ー
ム
１
人
以

上
は
、
県
内
で
開
催
さ
れ
る
交

通
安
全
教
室
な
ど
に
参
加
し
て

も
ら
い
ま
す
。全
員
が
無
事
故
・

無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
の

中
か
ら
抽
選
で
２
０
０
チ
ー
ム

に
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
が
進
呈

さ
れ
ま
す
。

実
施
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
12

月
31
日
㈪

申　

参
加
申
込
書(

市
民
生
活

課
・
本
高
齢
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
、
各
公

民
館
に
あ
り
ま
す)

に
記
入
の

う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

県
交
通
政
策
課(

〒
３
７
１
ー

８
５
７
０
・
前
橋
市
大
手
町

１
ー
１
ー
１
・
℡
０
２
７
ー

２
２
６
ー
２
３
８
８)

へ

※
市
民
生
活
課
窓
口
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

期　

７
月
13
日
㈮
ま
で　

　

詳
し
く
は
、
県
交
通
政
策
課

ま
た
は
市
民
生
活
課
へ
。

本
市
民
生
活
課 
℡
�
２
４
６
３

あ
か
ぎ
診
療
所 

℡
�
２
２
２
０

中
央
公
民
館　

℡
�
４
３
２
１

勇
気
づ
け
勉
強
会

　

困
難
を
克
服
す
る
活
力
を
身

に
付
け
、
職
場
や
家
庭
に
「
つ

な
が
り
感
覚
」
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
に「
勇
気
づ
け
勉
強
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

時
・
内　

左
表
の
と
お
り

所　

市
国
保
あ
か
ぎ
診
療
所

(

赤
城
町
敷
島)

師　

斎
藤
昌
昭(

あ
か
ぎ
診
療
所
長)

対　

な
る
べ
く
毎
回
出
席
で
き

る
人

定　

10
人
程
度(

先
着
順)

※
申
込
人
数
が
少
な
い
と
き
は
、

開
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費　

無
料

申　

電
話
で
市
国
保
あ
か
ぎ
診

療
所
へ

期　

６
月
20
日
㈬
ま
で

時
・
所　

▽
古
巻
公
民
館
＝
７

月
11
日
、
９
月
12
日
、
11
月
14

日
、
２
月
13
日　

▽
子
持
公
民

館
＝
７
月
18
日
、
９
月
19
日
、

11
月
21
日
、
２
月
20
日　

▽
渋

川
公
民
館
＝
７
月
25
日
、
９
月

26
日
、
11
月
28
日
、
２
月
26
日

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時

～
正
午

内　

座
談
会
形
式
で
、
そ
の

時
々
の
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

を
相
談
し
、
指
導
を
受
け
る

師　

須
田
と
み
子
さ
ん(

元
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー)

対　

子
育
て
中
の
人

定　

各
８
人(

超
え
た
場
合
は

抽
選)

費　

無
料

申　

電
話
か
直
接
中
央
公
民
館
へ

期　

６
月
11
日
㈪
～
13
日
㈬
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
相
談
室

　市では、節電と地球温暖化
対策のため、庁舎内の冷房の
設定温度を高く設定すること
としました。併せて、６月１
日㈮から10月31日㈬までの
間、職員の服装もノーネクタ
イ、ノー上着のクールビズで
執務します。
　皆さんのご理解とご協力を
お願いします。　(本職員課 )

公
民
館

勇気づけ勉強会日程と内容

回 とき 内容

第１回 ６月27日㈬ 午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

①さまざまな見方・考え方の存在を意識する
②聴き上手になる

第２回 ７月11日㈬ ③言い方を工夫しよう
④感情と上手につきあう

第３回 ７月25日㈬ ⑤自分のスタイルを明確にする
⑥セルフ・トークを意識する

第４回 ８月１日㈬ ⑦目的を意識する
⑧自分の人生を引き受ける

第５回 ８月22日㈬ ⑨自分の良さを再発見する
⑩あたりまえの価値を再発見する

第６回 ９月５日㈬ ⑪物事を前向きに考える
⑫勇気づけをする

今年も
クールビズを
実施します
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情報ぼっくす
《マークの見方》
　＝本庁舎　　＝第二庁舎
　＝伊香保総合支所　　＝小野上総合支所
　＝子持総合支所　　＝赤城総合支所
　＝北橘総合支所　　＝電話番号
　＝ファックス番号　　＝Ｅメールアドレス
　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
　＝講師・医師　　＝対象者　　＝定員
　＝参加料・入場料　　＝持参するもの
　＝申込・参加方法　　＝問い合わせ先
　＝申込期間・開始日・期限　　＝その他

本 二
伊 小
子 赤
北 TEL

時 所 内
師 対 定
費 持
申 問
期 他

FAX Eメール

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
教
室
紹
介

　

無
理
な
く
体
を
ほ
ぐ
し
て
、
心

と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。

時　

７
月
４
日
㈬
～
７
月
18
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時(

計
３
回)

所　

北
橘
公
民
館

師　

斉
藤
由
紀
子
さ
ん(

中
村)

対　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人

定　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

費　

無
料

持　

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内

運
動
靴
、大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

申　

電
話
か
直
接
中
央
公
民
館
へ

期　

６
月
11
日
㈪
～
14
日
㈭
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

他
　
９
月
に
金
島
公
民
館
、
11

月
に
伊
香
保
公
民
館
で
も
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ

徳
冨
蘆
花
追
悼
お
茶
会

中
央
公
民
館　

℡
�
４
３
２
１

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館

℡
�
２
２
３
７

〈
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
の
参
加
者

募
集
〉

時　

６
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
３
時

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

歌
謡
曲
、
民
謡
、
唱
歌
な

ど
か
ら
１
曲
を
披
露(

年
齢
制

限
無
し
・
順
位
は
つ
け
な
い)

定　

50
人(

先
着
順)

費　

60
歳
未
満
は
入
館
料
２
０
０

円申　

電
話
か
直
接
渋
川
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

期　

６
月
10
日
㈰
～
20
日
㈬
午

前
９
時
～
午
後
４
時

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

６
月
24
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の

み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

時　

６
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30

分所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御

蔭)

〈
７
月
の
休
館
日
〉

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
17
日
㈫
、

18
日
㈬
、
23
日
㈪
、
30
日
㈪

時　

６
月
18
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
３
時 

所　

徳と
く
と
み冨

蘆ろ

か花
記
念
文
学
館

内　

静せ
い
す
い翠

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
会

費　

５
０
０
円(

和
菓
子
付
き)

申　

当
日
会
場
へ

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

　

い
ず
れ
も
申
・
問
は
、
渋

川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
小
松
真
弓
さ
ん(

℡
�

０
１
２
０)

へ
。

〈
幼
児
・
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

時　

６
月
～
来
年
３
月
の
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
45
分

所　

渋
川
中
学
校
体
育
館

内　

ボ
ー
ル
遊
び
、
鬼
ご
っ
こ

な
ど
の
楽
し
い
運
動
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

対　

市
内
の
幼
児(

５
・
６
歳

市内約３万1,000世帯に配布されます

規格・掲載料（1 回）　▷A区画（縦4.9㎝×横
8.7㎝）＝1万5,000円　▷B区画（縦4.9㎝×横
17.7㎝）＝３万円
問い合わせ先　本秘書広報課（☎�2182）

本紙の有料広告募集中

チューリップの球根を差し上げます
　「しぶかわ花フェスタ2012」で会場に飾花した
チューリップの球根を、希望者に無料で配布します。
時 ６月22日㈮　所 都市計画課(第二庁舎)　
配布数 １人10個(先着 100人)　※品種の選択は
できません。　申 電話でしぶかわ花フェスタ実
行委員会事務局(都市計画課℡�2073)へ　
期 ６月18日㈪～20日㈬午前８時30分～午後５時

ス
ポ
ー
ツ

福
　
祉

催
し
物

【

広

告

】
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児)

～
小
学
生

定　

30
人(

先
着
順)

費　

１
カ
月
１
０
０
０
円(

保

険
料
な
ど)

持　

室
内
用
運
動
靴

〈
日
曜
冒
険
遊
び
場
教
室
〉

時　

６
月
～
来
年
３
月
の
毎
週

日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

(

冬
季
は
午
後
４
時
ま
で)

所　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
動
広
場(

石
原)

内　

野
外
遊
び
、野
山
歩
き
な

ど
で
楽
し
く
運
動
し
ま
す(

午

前
だ
け
、
午
後
だ
け
の
参
加
可)

対　

市
内
の
小
学
生

定　

20
人(

先
着
順)

費　

１
カ
月
２
０
０
０
円(

保

　

６
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ

の
日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

は
、

総
合
公
園
体
育
館
を
無
料
開
放

し
ま
す
。

時　

６
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
２
人
が
、

利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

北
橘
図
書
館　

℡
�
２
３
０
０

険
料
な
ど)

持　

飲
み
物
と
弁
当(

終
日
活

動
す
る
場
合)

　

い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

時　

６
月
16
日
㈯
午
後
２
時

内　

▽
絵
本
＝「
ね
ず
み
の
す

も
う｣｢

さ
あ
、た
べ
て
や
る
！｣

▽
紙
芝
居
＝「
ペ
ン
ギ
ン
の
ペ
ン

ペ
ン｣

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

６
月
17
日
㈰
午
後
２
時

内　

｢

こ
む
ぎ
い
ろ
の
天
使｣

(

監
督
：
後
藤
俊
夫
／

主
演
：
松

田
洋
治
・
中
越
司
／

１
９
７
８

年
・
日
本
映
画
）

〈
子
ど
も
映
画
会
〉

時　

７
月
14
日
㈯
午
後
２
時

内　

｢

ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス｣

｢

白
鳥
の
み
ず
う
み｣｢

七
夕
さ

ま｣｢

ミ
ッ
キ
ー
の
猛
獣
狩
り｣

北
橘
図
書
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
の
た
め
６
月
20
日

㈬
か
ら
25
日
㈪
ま
で
休
館
し
ま

す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
万
４
９
８
０

円
で
す
。

　

納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月

の
翌
月
末
日(

翌
月
末
日
が
休

日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日)

で

す
。

　

十
分
な
所
得
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
保
険

料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
、
国

民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
、
国

税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
滞
納
処

分(

財
産
差
し
押
さ
え)

の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振

替
の
「
早は

や

割わ
り

」
が
お
得
で
便
利

で
す
。
口
座
振
替
の
指
定
日
を

納
付
期
限
よ
り
１
カ
月
早
め
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
１
カ

月
当
た
り
50
円
割
引
に
な
り
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、渋
川
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課(

℡
�
１
６
０

７)

へ
。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

市
内
図
書
館
の

催
し
物
案
内

図
書
館

　私たちが暮らす地域をより暮らしやす
い地域としていくためには、一人ひとり
の考え方や個性が尊重され、個人の生き
方を性別による固定的な枠にはめない

「男女共同参画社会」の実現が求められ
ます。
　そのために、男性と女性とがともに社
会をつくっていくパートナーとして支え
合い、責任を分かち合っていくことも大
切です。「男性だから」「女性だから」と
いう枠組みにとらわれた役割の分担を見
直し、一人ひとりがゆるやかに互いに支
え合える未来を目指しましょう。
＜図書展示のお知らせ＞
　市では、男女共同参画週間に合わせて
６月１日から６月29日まで、市立図書
館で「男女共同参画展」を開催します。
　今年は「男性も女性も私らしく働く～
働く人の男女共同参画～」をテーマに関
連図書の展示を行います。また、市民意
識調査や男女共同参画白書のデータによ
り、男女共同参画の視点からみた現状の
紹介もします。ぜひ、お出掛けください。

(本市民生活課)

～互いを尊重し、支え合える
　男女共同参画社会を目指して～

「あなたがいる　
わたしがいる

　　　　　　 未来がある」

６月23日～29日は
男女共同参画週間です
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渋
川
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

毎
年
盛
り
上
が
る
「
渋
川
へ
そ

祭
り
」。
夏
の
電
力
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
29
回
目

の
今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き

７
月
28
日
㈯
の
１
日
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
祭
と
し
て
み

ん
な
で
参
加
し
て
、
夏
の
暑
さ

を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
！

　

渋
川
へ
そ
祭
り
の
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト「
へ
そ
踊
り
パ
レ
ー
ド
」

で
、次
の
３
種
類
の
踊
り
を
披
露

し
な
が
ら
一
斉
に
行
進
し
ま
す
。

①
は
ら
踊
り　

お
な
か
に
顔
の

絵
を
描
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
し
な

が
ら
行
進
す
る
お
な
じ
み
の
踊

り
で
す
。
踊
り
に
必
要
な
笠
や

手
型
な
ど
は
貸
し
出
し
ま
す
。

※
法は

っ

ぴ被
な
ど
個
人
で
準
備
し
て

も
ら
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

②
浴
衣
踊
り　

浴
衣
を
着
用

し
、
お
そ
ろ
い
の
振
り
付
け
で

踊
り
な
が
ら
行
進
し
ま
す
。

③
自
由
踊
り　

衣
装
も
振
り
付

け
も
自
由
に
踊
り
な
が
ら
行
進

し
ま
す
。

※
①
、
②
は
事
前
に
踊
り
講
習

会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。

※
踊
り
パ
レ
ー
ド
の
実
施
時
間

は
、
午
後
５
時
～
７
時(

予
定)

。

　

電
源
や
マ
イ
ク
な
ど
を
使
わ

ず
に
発
表
で
き
る
、
自
慢
の
技

や
芸
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実

施
時
間
は
、
午
前
11
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分(
予
定)

。

　

腹
絵
描
き
や
会
場
清
掃
な

ど
、
祭
り
運
営
に
協
力
し
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。

　
「
踊
り
パ
レ
ー
ド
」、「
路
上

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
へ
の
参
加

に
は
、事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
込
用
紙(

渋
川
商
工
会
議
所
、

二
観
光
課
、
各
総
合
支
所
、
各

公
民
館
に
あ
り
ま
す)

を
６
月

13
日
㈬
ま
で
に
、
渋
川
へ
そ
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局(

渋
川

商
工
会
議
所
内)

へ
。

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
登
録
も
同
事
務
局
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
へ
そ
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局(

℡

�
１
３
１
１)

ま
た
は
観
光
課

(
℡
�
２
８
７
３)

へ
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
児
童
・
生
徒
用
図
書
51
冊
＝

市
子
持
地
区
更
生
保
護
女
性
会

▽
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
の
銅

版
画

｢

深
き
淵
よ
り｣(

版
画
集

｢

ミ
セ
レ
ー
レ｣

第
47
番)

１
点

＝
髙
橋
房
雄
・
澄
子
さ
ん(

八

木
原)

▽
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
銅
版
画

｢

帽
子
と
ス
カ
ー
フ
を
つ
け
た

自
画
像(

陰
に
な
っ
た
顔)｣

１

点
＝
㈱
髙
特(

八
木
原)

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水

(

５
０
０
㍉
㍑)

２
４
０
０
本
＝

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
㈱(

前
橋
市)

▽
金
10
万
円
＝
天
台
宗
北
群
馬

部
壇
信
徒
会
・
伝
導
師
会
・
寺

院
一
同

▽
土
地
１
３
６
７
平
方
㍍
＝
松

下
隆
男
さ
ん(

石
原)

▽
児
童
用
図
書
７
冊
＝
寺
島
秀

昭
さ
ん(

北
橘
町
八
崎)

▽
児
童
・
生
徒
用
図
書
２
冊
＝

市
豊
秋
地
区
更
生
保
護
女
性
会

▽
児
童
用
図
書
１
０
２
冊
＝
市

伊
香
保
地
区
更
生
保
護
女
性
会

▽
柔
道
着
12
着
＝
瑞
穂
建
設
㈱

(

渋
川
／

明
保
野)

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
36
点
＝
日
本

カ
ー
リ
ッ
ト
㈱

あ
た
た
か
い
心

第29回渋川へそ祭り参加者募集

７月28日㈯に開催します

踊
り
パ
レ
ー
ド

参
加
団
体
募
集

路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

出
演
者
募
集

参
加
申
込
方
法

お
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
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　放送大学では､平成24年度第
２学期(10月入学)の学生を募集
しています。
　放送大学はテレビやインター
ネットを通して授業を行う通信
制の大学です。心理学・福祉・
経済・歴史・文学・自然科学な
ど、幅広い分野を学べます。
出願期限 ８月31日㈮
※資料を無料で差し上げていま
す。
問 放送大学群馬学習センター
(℡027-230-1085)または放送
大学ホームページ

　県立農林大学校では、小・中
学生の夏休みの課外学習の一環
として、農作物の収穫や、収穫
した野菜を使って調理実習を行
う「農と食の生き生き体験こど
も塾」を開催します。
時 ８月３日㈮午前９時～午後１
時　所 県立農林大学校農村婦人
の家　対 小・中学生とその保護
者(保護者は原則１人まで)
定 10組(超えた場合は抽選)
費 500円(材料費)　申 往復はが
きに住所、子どもと保護者の氏
名(ふりがな)､学校名､学年､電話
番号を記入の上、農林大学校研
修部(〒370-3105・高崎市箕郷
町西明屋1005)へ　問 県農林大
学校(℡027-371-3841)　期 ６
月15日㈮～７月18日㈬必着

　後見制度支援信託は、本人の
財産のうち、日常的な支払いを
するのに十分な金銭を預貯金等
として親族後見人が管理し、通
常使用しない金銭を信託銀行な
どに信託する仕組みのことです｡
　この制度を利用した場合、信
託財産の払い戻しや解約には家
庭裁判所が発行する指示書が必
要となりますので、本人の財産
の適切な管理・利用のための方
法の一つとなります。
問 前橋家庭裁判所事務局総務課
(℡027-231-4275)

　渋川商工会議所・渋川地区職
業安定協会では、今春学校を卒
業し新規に渋川管内に就職した
人を対象に、歓迎の意を表し職
業人として活躍してもらう事を
祈念するとともに、職場定着化
を図るため、激励大会を開催し
ます。
時 ６月22日㈮午後５時30分　
所 アネーリ渋川(金井)　内 ▷第
１部＝激励会　▷第２部＝テー
ブルマナー　対 今春卒業して管
内の事業所に就職した人　定 60
人(先着順)　費 ▷渋川商工会議
所または渋川地区職業安定協会
の会員事業所＝１人1,000円
▷非会員事業所＝１人2,000円
▷事業主＝１人3,000円　申 申
込書に参加料を添えて渋川商工
会議所(℡�1311)へ　期 ６月
15日㈮まで

　県立農林大学校では、県内在
住の就農希望者や農業への新規
参入者を対象に､基礎的な知識･
技術を習得し、円滑な就農を支
援する｢ぐんま農業実践学校｣を
開校しています。
申 申込書に記入の上､期日まで
に持参または郵送　問 県農林大
学校(℡027-371-3841)
期 ６月27日㈬必着　

後見制度支援信託について新規就職者激励大会

放送大学10月生募集

平成24年度「農と食の生き生き
体験こども塾(小中学生)」

　２歳未満(受付時点)の子ども
さんの写真を募集します(掲載
は１人１回のみ)。子どもさんの
氏名(ふりがな)、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
(〒377-8501・石原80)へ。
※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。

♠紹介します♥ 市以外のお知らせ 掲 示 板

気　　顔気　　顔元　笑元　笑 《マークの見方》
 時＝とき・期間　所＝ところ　内＝内容　師 ＝講師・医師　対＝対象者
 定＝定員　費＝参加料・入場料　持＝持参するもの　申＝申込・参加方法
 問＝問い合わせ先　期＝申込期間・開始日・期限　他＝その他

　２歳未満(受付時点)の子ども
さんの写真を募集します(掲載
は１人１回のみ)。子どもさんの
氏名(ふりがな)、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
(〒377-8501・石原80)へ。
※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。

平成24年度「ぐんま農業実践
学校」(就農準備校 )
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認
知
症
は
脳
の
細
胞
が
死
ん

で
し
ま
っ
た
り
、働
き
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
お
き
る
病
気

で
、誰
に
で
も
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。認
知
症
に
な
る

と
、物
忘
れ
や
物
事
を
判
断
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、日
常
生
活
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
を
も
ち
、認
知
症
の
人
を
見

守
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
が
つ
く
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

〈
認
知
症
に
つ
い
て
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
の
？
〉

　

認
知
症
は
、
早
期
診
断
・
早

期
治
療
が
非
常
に
重
要
で
す
。

認
知
症
は
症
状
が
軽
い
う
ち
か

ら
病
院
で
適
切
な
治
療
を
受
け

れ
ば
、
症
状
を
よ
り
軽
く
し
た

り
、
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
対
応
で
悩
ん
で
い

る
人
は
一
人
で
抱
え
ず
に
、お

気
軽
に
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
県
認
知
症
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

▽
渋
川
・
伊
香
保
地
区
＝

本
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

℡

�
２
１
７
９)　

▽
小
野
上
・
子

持
地
区
＝
子
北
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー(

℡
�
５
４
４
５)

▽
赤
城
・
北
橘
地
区
＝
赤
東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

℡

⑳
６
０
０
２)　

▽
県
認
知
症

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー(

℡
０
２
７

－

２
６
９

－

４
４
３
２)　

▽
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー(

田
中
病

院
内
・
℡
�
５
５
６
０)

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
し
ま
す

６月は「食育月間」

　現在、生活習慣病の増加などの健康問題、食の
安全性への不安、食糧自給率の低迷、食文化の衰
退など｢食｣をめぐるさまざまな問題が指摘され
ています。
　健全な食生活を営むためには、世の中にあふ
れる ｢食｣ に関する情報の中から、正しい情報
を選び取る力を育てる ｢食育｣ が欠かせません。
●身近な ｢食育｣
　｢食育｣ は特別なものではありません。例え
ば、買い物に行っていろいろな食材を知る、家
族と一緒に料理を作る、自分で野菜を育てる、
家族で食卓を囲んで食事マナーや郷土食を知る
など、日常生活の中で ｢食｣ の大切さを学ぶこ
とが ｢食育｣ です。
● ｢食育情報｣ の発信拠点
　県と市では、地域における情報発信の特設
コーナー｢食育ライブラリー｣を設置し、幼児期
から楽しみながら学ぶ食育を推進しています。
所　二渋川保健センター、子持学校給食共同調
理場、渋川保健福祉事務所
内　①リーフレットやパネルの設置などによる
食育情報の発信　②紙芝居、カルタなどの食育
教材や食育関連書籍などの貸し出し
　詳しくは、渋川保健センター (℡�1321) へ。

毎日の健康に欠かせない「食」
正しい知識と関心を持とう

食育ライブラリー（左）、食の大切さを学ぶ（右）

　認知症は、要介護状態になる大きな原因の一
つです。市では、認知症についての知識の普及・
啓発を目的として講演会を開催します。
時 ７月５日(木)午後２時～３時30分(受付は１
時30分から)　所 市民会館小ホール　内 認知
症の予防と早期発見について　師 赤

あ か た

田卓
た く し

志朗
ろ う

さん(県立精神医療センター副院長)　対 市内
在住または在勤の人　定 300人(先着順)　
申 電話で高齢福祉課へ　期 ６月28日(木)まで
他 この講演会は元気ポイント対象事業です。
40歳以上の参加者に、１ポイント差し上げま
す

認知症予防講演会を開催します 本高齢福祉課　℡�2116

認
知
症
の
相
談
は

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
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歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

禁煙しませんか

見
過
ご
し
が
ち
な
歯
の
健
康

定
期
的
な
受
診
を

　

市
で
は
、高
齢
期
に
お
け
る

健
康
維
持
と
歯
の
喪
失
を
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
歯
周

疾
患
検
診
を
、㈳
渋
川
北
群
馬

歯
科
医
師
会
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。歯
周
疾
患
検
診

は
、歯し

こ

う垢
な
ど
の
付
着
状
況
や

歯
周
の
炎
症
を
診
査
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
行
っ
た｢

健
康

診
査
等
調
査
票｣

に
よ
る
調
査

で
、歯
周
疾
患
検
診
を
希
望
し

た
人
に
受
診
票
を
郵
送
し
ま
し

た
。新
た
に
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
二
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

(

℡
�
１
３
２
１)

へ
電
話
か
直

接
窓
口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

対　

市
内
在
住
で
、今
年
度
中

に
満
30･

40･

50･

60･

70
歳
に
到

達
す
る
人

所　

左
表
の
と
お
り

費　

１
０
０
０
円

期　

平
成
25
年
１
月
31
日
㈭
ま

で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
無
料
に
な
り

ま
す
。事
前
に
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

歯周疾患検診委託歯科医院一覧
医療機関名 所在地 電話番号

あかぎ歯科医院 赤城町津久田 20-6522
いいづか歯科医院 八木原 22-0808
石岡歯科医院 赤城町三原田 56-3535
石北歯科医院 渋川（御蔭） 22-0235
石田歯科医院 渋川（大崎） 25-0411
オカ歯科医院 渋川（南町） 23-5315
小野上歯科診療所 村上 59-2493
北橘歯科診療所 北橘町真壁 52-3762
Ｋ歯科医院 金井 22-2331
小林歯科医院 渋川（寄居町） 22-0773
こぶな歯科医院 渋川（藤ノ木） 22-4939
さいとう歯科医院 北牧 53-5454
佐鳥歯科クリニック 渋川（下之町） 22-0069
しまむら歯科医院 八木原 20-1182
関歯科医院 吹屋 25-0530
高橋歯科クリニック 行幸田 24-8211
田村歯科医院 渋川（南町） 22-0942
永井歯科医院 赤城町上三原田 56-8854
平形歯科医院 石原 22-0953
平形内科歯科医院 石原 22-2233
ふくしま歯科医院 金井 22-0154
福田歯科医院 渋川（元町） 23-6677
船岡歯科医院 半田 23-8211
ほしかわ歯科医院 石原 24-8835
星野歯科クリニック 行幸田 22-0232
三剛歯科医院 伊香保町伊香保 72-3430
宮下歯科医院 渋川（坂下町） 24-1939
宮下デンタルクリニック 中郷 53-4701
山川歯科医院 渋川（新町） 22-0260
山崎歯科医院 渋川（元町） 25-1184
山下歯科医院 渋川（坂下町） 22-0648
吉岡歯科クリニック 行幸田 24-8289
エース歯科

吉岡町

55-1181
駒寄歯科クリニック 30-5500
さくら歯科 30-6333
佐藤歯科医院 54-8330
清水歯科医院 54-3413
スマイル歯科クリニック 30-5033
たきざわ歯科医院 55-6480
たけうち歯科医院 25-7700
明治歯科診療所 25-8101
あおば歯科医院

榛東村
25-8820

真下歯科クリニック 54-1366

　喫煙は、肺がんをはじめとする
さまざまながんの発生に関係があ
るだけでなく、慢性閉塞性肺疾患
などの呼吸器疾患、動脈硬化性疾
患、消化器潰

か い よ う

瘍などの発症リスク
を高めることが分かっています。

　たばこの煙に含まれる有害物質
は、喫煙者が吸い込む煙より、た
ばこの先から出ている煙の方に多
く含まれています。そのため、た
ばこを吸わない人も喫煙者と同様
に健康への影響を受けることにな
ります。

　喫煙者の多くがなかなか禁煙が
できないのは、ニコチンの強い依
存性によるものです。そのため、
自力で禁煙するよりも、禁煙薬剤
の使用や、専門家による支援・治
療を受けた方が、禁煙できる可能
性が２～３倍高まります。市で
は、禁煙に関する健康相談や、医
療機関での禁煙外来の紹介を行っ
ています。

〈健康相談をご利用ください〉
時 月～金曜日(市役所閉庁日は除
く)　 ▽ 午前の部＝９時～11時
30分　 ▽午後の部＝１時～４時
所  二渋 川 保 健 セ ン タ ー（℡�
1321）

〈未成年者の禁煙治療・禁煙支援
モデル事業〉
　県内在住の20歳未満の人で、
たばこを止めたい人に治療費

(３万円を上限に１人１回まで)を
助成します。さらに治療後も禁煙
が続けられるよう支援します。助
成を希望する保護者は、治療を開
始する１カ月前までに、手続きが
必要です。
　詳しくは、県保健予防課生活習
慣病対策係(℡027-226-2602)
または渋川保健福祉事務所(℡�
4166)へ。

５月31日～６月６日は禁煙週間
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子持地区

対話集会報告

子持地区の女性防火クラブ員６人が参加
　市では、市民の皆さんから直接地域の声を聴く
ため、対話集会を行っています。５月 16 日には、
子持総合支所で地元の女性防火クラブ員６人に参
加してもらい、対話集会を開催しました。参加者
からの意見に対する市長の回答や市の対応状況な
どの一部を紹介します。

〈
通
学
路
の
安
全
対
策
〉

　

最
近
、通
学
時
の
児
童
の
列
に
車

が
突
っ
込
む
と
い
う
よ
う
な
事
故
が

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
田
入
口
の
信
号
付
近
で
は
、車

の
す
れ
違
い
も
で
き
な
い
ほ
ど
狭
い

路
地
を
、自
転
車
や
徒
歩
で
通
学
す

る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。特
に
朝

の
通
勤
時
間
帯
な
ど
は
、危
険
な
の

で
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
の
安

全
確
保
は
行
政
の
務
め
で
す
。そ
の
場

所
は
、状
況
が
悪
い
こ
と
も
承
知
し
て

い
ま
す
。早
い
時
期
に
改
善
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

二
土
木
管
理
課
・
本
市
民
生
活
課
、

学
校
教
育
課
・
子
経
済
建
設
課)

〈
道
路
の
補
修
〉

　

北
牧
西
地
区
内
の
市
道
で
は
、雨

が
降
る
と
、山
か
ら
流
れ
出
る
雨
水

と
道
路
を
流
れ
る
雨
水
が
大
き
な
水

た
ま
り
を
つ
く
る
の
で
困
り
ま
す
。

ま
た
、そ
の
付
近
で
は
、路
肩
の
フ
ェ

ン
ス
が
倒
れ
掛
か
っ
て
い
て
危
険
な

の
で
補
修
を
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答　

舗
装
の
損
傷
な
ど
の
応
急
措

置
は
で
き
ま
す
の
で
、ま
ず
は
現
場

に
行
っ
て
状
況
を
確
認
し
、対
応
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

(

子
経
済
建
設
課
・
二
土
木
管
理
課)

※
対
話
集
会
終
了
後
、現
地
を
確
認

し
、応
急
措
置
を
行
い
ま
し
た
。現

在
、フ
ェ
ン
ス
を
補
修
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

〈
対
話
集
会
を
市
民
公
募
で
〉

　

一
般
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
対
話
集
会
の
参
加
者
を
公
募

す
る
機
会
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、参
加
し
て
み
て
、気
軽
に
意

見
や
要
望
を
発
言
で
き
る
の
で
、公

募
を
す
れ
ば
も
っ
と
参
加
者
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
が
。

回
答　

こ
れ
ま
で
の
対
話
集
会
で
は
、

主
に
地
域
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
意
見
交

換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、

公
募
に
よ
る
参
加
者
と
の
実
施
も
予

定
し
て
い
ま
す
。　(

本
秘
書
広
報
課)

〈
合
併
し
た
メ
リ
ッ
ト
〉

　

市
民
に
と
っ
て
、
合
併
し
た
メ

リ
ッ
ト
は
具
体
的
に
何
で
す
か
。

回
答　

ま
ず
、特
別
職
や
議
会
議
員
、

職
員
の
人
数
を
減
ら
し
た
こ
と
で
人

件
費
を
削
減
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

合
併
後
の
市
町
村
の
み
が
利
用
可
能

な
合
併
特
例
債
と
い
う
、使
途
に
条

件
が
つ
け
ら
れ
た
地
方
債
を
財
源
に
、

公
共
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。二
つ
の
幼
稚
園
を
統
合
し
て

新
た
に
建
設
さ
れ
た「
こ
も
ち
幼
稚

園
」の
建
設
費
用
の
一
部
に
も
、こ
の

合
併
特
例
債
を
使
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 　

(

本
企
画
課)

〈
職
員
の
意
識
改
革
〉

　

職
員
の
意
識
改
革
と
し
て
、市
民

の
目
線
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
学
ぶ
た
め

に
、民
間
企
業
で
研
修
し
て
み
て
は
。

回
答　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
上
で
、

挨
拶
、迅
速
な
対
応
、法
令
遵
守
は

当
然
の
こ
と
で
す
。職
員
の
民
間
研

修
は
、相
手
の
目
線
に
立
っ
た
対
応

を
学
ぶ
の
に
有
効
で
す
の
で
、研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、東
日
本
大
震
災
の
災
害
復

旧
支
援
の
た
め
、被
災
自
治
体
へ
職

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。被
災
地
に
お

け
る
支
援
活
動
で
の
貴
重
な
経
験
を

行
政
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

(

本
職
員
課)

市民の声
Voice

こもち幼稚園の園舎
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フ
ッ
素
で
虫
歯
予
防

　

フ
ッ
素
は
、自
然
界
に
広
く
存

在
し
て
い
て
、私
た
ち
は
毎
日
の

食
事
の
中
か
ら
フ
ッ
素
を
取
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
だ
け

で
は
虫
歯
予
防
に
は
不
足
し
て

い
る
の
で
、歯
科
的
に
補
い
ま

す
。な
ぜ
フ
ッ
素(
フ
ッ
化
物)

は
、虫
歯
を
予
防
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？

①
エ
ナ
メ
ル
質
に
働
き
掛
け
て

・
エ
ナ
メ
ル
質
の
結
晶
を
丈
夫

に
す
る

・
再
石
灰
化
の
促
進

・
フ
ル
オ
ロ
ア
パ
タ
イ
ト
の
生

成
　

こ
れ
ら
に
よ
り
歯
質
が
強
化

さ
れ
て
、虫
歯
に
対
す
る
抵
抗

力
を
増
強
し
ま
す
。

②
口
の
中
の
細
菌
に
働
き
掛
け

て・抗
菌
作
用

・
抗
酵
素
作
用

　

こ
れ
ら
に
よ
り
虫
歯
の
も
と

に
な
る
酸
の
生
産
抑
制
や
歯し

こ

う垢

(

プ
ラ
ー
ク)

の
形
成
抑
制
を
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
フ
ッ
素(

フ
ッ
化

物)

は
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

乳
歯
も
永
久
歯
も
生
え
始
め

は
歯
質
が
弱
く
、虫
歯
に
な
り

や
す
い
の
で
、乳
歯
が
数
本
生

え
た
１
歳
ご
ろ
か
ら
が
、歯
科

医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

「
フ
ッ
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。
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素
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校
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ど
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で
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す
。

　

さ
ら
に
、一
番
身
近
な
方
法
と

し
て
は
、「
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ッ
素
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り
歯
磨
き

剤
」が
た
く
さ
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販
さ
れ
て
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す
の
で
、毎
回
の
歯
磨
き
の
時

に
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う
と
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果
的
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。

　

こ
の
よ
う
に
虫
歯
予
防
に

は
、甘
い
物
を
控
え
、丁
寧
な

歯
磨
き
に
加
え
て
、フ
ッ
素
の

利
用
が
効
果
的
で
す
。

渋
川
北
群
馬

歯
科
医
師
会

毎月掲載

健康の道しるべ

守り育て未来につなぐ 隔月４回掲載／第２回

平成24年度 市民環境大学を開催
第１回受講者募集

　市では、環境をテーマに学習する市民環境大
学を開催します。
　環境への関心が高まる中、本講座では、環境に
関する正しい認識を深めるとともに、環境問題
とは何か、私たちにできることは何かを考えま
す。
　東京電力福島第一原子力発電所事故後に環境
やエネルギー状況が変化していることから、現状
の認識と対処法について広い視野で学びます。
　そこで、今年度の市民環境大学は「原発事故後
の環境とエネルギー」をテーマに全５回の講座
を開催します。ぜひ、この機会に本講座を受講し
てください。
時 ６月17日(日)午後１時30分～４時30分
所 第二庁舎201会議室
内 ｢夏を乗り切る節電・省エネ手法｣について、実
　 践を踏まえた有効的な活用事例を学ぶ

師 浅
あ さ

羽
ば

理恵さん(特定非営利活動法人 川口
　 市民環境会議代表理事)
対 市内在住・在勤・在学の人
申・問 電話で本環境課(℡�2114)へ
※市ホームページ「電子申請・施設予約」からも
申し込みができます。
期 ６月15日(金)まで
問 詳細については、環境課へお問い合わせくだ
 　さい
他 今後の開催予定は下表のとおり
※各回のチラシについては後日、環境課および
各総合支所、各公民館などに置きます。

回 月 内　　容 時間 場所

第２回 ８月 放射能汚染の現状と適
切な対処法

第３回 10月 エネルギー需給の現状
と今後の見通し

第４回 12月 再生可能エネルギーの
可能性

第５回 平成25年
2月

持続可能な暮らしと社
会づくり

市民環境大学今後の開催日程

 

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　

     

４
時
30
分

　

第
二
庁
舎

　
　

２
０
１
会
議
室



　今号の特集にもありました「アジサイ」の見所、行か
れたことのある人も多いかと思われます。ところで、市
内にアジサイが１年中咲いている所があるのをご存じで
しょうか？四ツ角にできた公園がその場所です。どんな
アジサイかは、行ってのお楽しみです。(石)

編 集 後 記

しぶかわ

撮影場所：小野池あじさい公園
撮影日：平成 23 年７月３日
撮影者：大畠繁さん(赤城町長井小川田)

　皆さんが撮影した写真を募集します。写真
にタイトルと撮影場所、撮影日、住所、氏名
を明記して本秘書広報課(〒377-8501・石原80
 ・ｍkouhou@city.shibukawa.gunma.jp) へ。
※写真によって掲載できない場合があります。

【小野池のあじさい】

郷土の魅力をひとめくり

ずっしりと　赤城に根付く　大ケヤキ

　鎮守諏訪神社(赤城町溝呂木)の境内にあるこの大ケヤキ
は、高さが約38m、直径が約９m、樹齢は800年程あり、
昭和43年５月４日に県指定天然記念物に指定されました。
　以前は境内にも数本のケヤキがありましたが、伐採されて
この１本だけがご神木として残されました。
　神社の東には沼田街道が通り、神社付近は溝呂木宿とし
て栄え、旅人の往来も盛んでにぎわっていたようです。その
当時の様子も、この大ケヤキは静かに見守っていたことで
しょう。
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